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近
世
木
棺
七
星
板
考

『
喪
祭
私
説
』
に
は

「治
棺
護
喪
、
命
匠
揮
木
為
棺
、
披
為
上
、
檜
次
之
。
其

制
方
直
厚

一
寸
三
分
、
高
三
尺
、
竪

二
尺

一
寸
、
横

一
尺
九
寸
、
皆
外
矩
也
。
底

舗
石
灰
、
厚
二
寸
許
、
加
七
星
板
。
底

四
隅
各
釘
鐡
環
…
…
」
と
い

っ
た
記
事
が

見
ら
れ
る
。
死
者
を
納
め
る
棺
の
規
矩

や
材
が
詳
細
に
の
べ
ら
れ

て
い
る
が
、
注

目
さ
れ
る

一
句
に

「
七
星
板
」

の
語
が
見
ら
れ
る
。
棺
内
の
底
に
厚
さ
二
寸
ば
か

り
石
灰
を
舗
き
、
そ
の
上
に
こ
の
七
星
板
を
加
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
死
者
は
棺
の
内
底
、
七
星
板

の
上

に
横
た
わ
る
こ
と
に
な
る
だ
け
に

「
七

星
」
の
意
味
、
七
星
板
の
機
能
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た

「
七
星
板
」
に
つ
い
て
、
そ

の
具
体
的
な
形
状
を
伝
え
る
の
は

『
大

江
俊
章
公
卒
去
之
記
』

で
あ
る
。

「
賓
暦
十
二
年
九
月
六
日
、
子
刻
御
終
焉
。
七

日
、
亥
半
刻
、
密

々
二
御
入
棺
…
…
御
棺
者
、
実

二
壷
也
。
底

二
有
七
星
板

発

板
之
下

へ
灰
ヲ
入
、
蓋
松
、
…
…
」

の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
七
星
板
の
名
称
が

穴
七
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
こ
と
を
教
え
る
の
で
あ
る
。
同
様
な
記
事
は

『
言

成
卿
記
』
に
も
見
え
る
。

「天
保
四
年

五
月
十
日
、
棺
榔
帳
等
造
作
、
井
墓
地
買

得
、
石
塔
彫
刻
等
、
家
公
令
下
知
家
僕
、
給
云
々
。
十
二
日
、
今
晩
亡
祖
母
入
棺
」

と
記
し
た
上
、
棺

に
注
し
て

「
棺
榔
寸

尺
等
可
有
雑
記

一
件
帳
、
略
之
、

一
寸
五

分
板
云
々
、
棺
底
入
石
灰
、
其
上
ニ
ゲ

ス
板

ア
リ
、
穴
七
ツ
ア
リ
、
稻
七
星
云
々
」

と
の
ぺ
て
い
る
。
ゲ

ス
板
に
穴
七

つ
あ
る
形
状
と
衷
現
さ
れ
て
い
る
が
、
ゲ
ス
板

は
厨
房
や
湯
屋
の
敷
板
を
い
う
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
七
星
板
の
性
格
に
ゲ

ス
板
に
通
ず
る
面
の
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
七
星
板
を
具
体
的
に
図
に
し
た
記
録
が
あ
る
。

『
後
桜
町
院
御
葬
送
御
車

井
御
棺
図
』
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
図
に
は
、
御
屋
体
、
楊
に
は
じ
ま
り
、
御
榔
、

御
内
棺
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
法
量
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
御
内
棺
の

図
は
、
棺
身
を
下
に
、
上
に
蓋
を
描
き
、
間
に

「
下
司
板
」
と
記
し
た

一
枚
の
板

を
図
示
し
て
い
る
。
こ
の
下
司
板
は
棺
の
内
法
と
ぴ
た
り
と
合
致
す
る
規
模
で
表

現
さ
れ
、
長
辺
の
両
辺
に
各
二
ヶ
所
、
半
円
形
の
剤
り
込
み
を
施
し
、
持
ち
上
げ
、

持
ち
下
し
に
便
な
る
よ
う
工
作
し
て
い
る
形
で
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
下
司
板

こ
そ
、

「
七
星
板
」
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
下
司
板
に

「
七
星
彫
透
」
の
言
葉

が
そ
え
ら
れ
、
下
司
板
上
に
七
ヶ
の
円
穴
が
穿
た
れ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
棺
の
内
底

に
石
灰
な
り
灰
を
二
寸
ば
か
り
の
厚
さ
で
敷
き
、
上
に
こ
の
七

星
板
が
は
め
こ
ま
れ
る
訳
で
あ
る
。

い
ま
、
こ
の

『後
桜
町
院
御
葬
送
御
車
井
御
棺
図
』
に
よ
れ
ば
、
七
星
の
穿
ち

か
た
が
注
目
さ
れ
る
。
七
穴
は
、
二
穴

・
二
穴

・
二
穴

・
一
穴
と
整
然
と
並
び
穿

た
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
配
置
が
七
星
の
イ
メ
!
ジ
ー
北
斗
七
星
の
天
福

・

天
瑚

・
天
毅

・
天
椎

・
天
衡

・
聞
陽

・
藩
光
を
連
ね
る
星
座
の
形
を
無
視
し
た
こ

の

「
七
星
板
」
は
、

こ
の
図
か
ら
見
る
か
ぎ
り
七
穴
を
七
星
に
見
立
て
た
表
現
を
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と
ら
ぬ
も
の
の
、
な
お
北
斗
七
星
を
意

識
し
た
命
名
と
な

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
、

七
星
板
の
命
名
の
生
ま
れ
る
経
緯
を
明
き
ら
か
に
す
る
に
は
、

こ
の

「
七
星
板
」

の
機
能
が
重
要
な
役
割
を
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。

下
司
板
と
も
、
七
星
板
と
も
呼
ば
れ

る
こ
の
棺

に
伴
う
板
材
の
役
割
は
、
こ
の

七
星
板
上
に
死
屍
が
納
め
ら
れ
る
こ
と
と
係
わ
り
、
ま
た
七
星
板
と
棺
の
内
底
と

の
間
に
舗
か
れ
た
灰
な
り
石
灰
と
関
わ

る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
埋
葬

後
、
屍
体
か
ら
流
れ
出
る
屍
汁

に
対
処
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
棺
底
に
灰
や

石
灰
が
舗
か
れ
る
、
屍
汁
を
吹

い
と
る
役
目
を
灰
や
石
灰
が
担

っ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
七
星
板
は
屍
汁
の
根
源
と
な
る
屍
体

を
載
せ
る
内
床
で
あ
り
、
七
穴
は
屍
汁

の
流
下
す
る
、
屍
汁
を
石
灰

へ
と
導
く
穴

と
い
う
理
解
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
も
し
、
七
穴
が
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果

す
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
の
穴
の
配
置
、

配
列
は
屍
体

に
沿
う
こ
と
に
な
り
、
胸
の

左
右
、
腰
の
左
右
、
脚
の
左
右
、
頭

の
四
ヶ
所
、
七
穴
が
必
要
で
あ
り
、
図
示
さ

れ
た
七
星
板
の
七
穴
の
も

つ
配
列
の
姿
が
正
し
く
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
ゲ
ス
板
と
別
称
さ
れ
る
の
も
、

こ
れ
が
厨
房
や
浴
室
の
水
切
り
板
、
直
按

床
の
濡
れ
や
汚
れ
を
露
わ
に
す
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
隠
す
機
能
を
果
た
す
も
の

だ
け
に
、
屍
汁
の
穣
れ
や
屍
汁
を
吸

い
こ
ん
だ
石
灰
を
覆

い
か
く
す
意
味
を
も

つ

七
星
板
に
下
司
板
の
名
が
与
え
ら
れ
る

の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

「
七
星
板
」
の
名
を
聞
く
時
、
た
と
え
ぱ
四
天
王
寺
七
星
剣
、
法
隆
寺
金
堂
多

聞
天
把
持
七
星
剣
、
正
倉
院
七
星
剣
な
ど
、
七
星
の
名
を
付
し
た
剣
に
は
北
斗
七

星
、
三
公

・
三
台
な
ど
の
星
宿
が
刻
鎮
さ
れ
金
象
嵌
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
誰
し

も
、

「
七
星
板
」
と
聞
く
と
北
斗
七
星
、
時
に
は
三
公

・
三
台
を
も
加
え
た
星
宿

を
透
彫
り
す
る
板
を
想
像
す
る
。
し

か
し
、
現
実

の
七
星
板
は
二
穴
三
対
に

一
穴
.

の
計
七
穴
を
穿

つ
も
の
で
北
斗
七
星

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
る
図
柄
で
あ

っ
た
。

単
に
円
穴
七
ヶ
で
は
あ
る
が
、
星
は
円

で
表
現
さ
れ
る
だ
け
に
、
七
円
穴
を
七
星

に
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易

に
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、
屍
汁
を
承
け

流
下
さ
せ
る
穴
で
あ
る
場
合
、
必
ず
し
も
七
穴
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
八
穴
で

あ
ろ
う
と
、
よ
り
多
か
ろ
う
と
も
支
障
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
現
実
に
壷
棺
、
甕

棺
な
ど
古
代
の
棺
に
は
底
近
い
腹
部
に

一
穴
を
穿

う
て
こ
と
足
れ
り
と
し
て
い
る

ケ
1
ス
も
あ
る
。
や
は
り
、
星
座
と
は
異
な

つ
て
も
七
穴
を
選
び
出
す
背
景
に
は

「
北
斗
七
星
」

へ
の
想
い
が
漂
う
こ
と
は
十
分
に
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

北
斗
七
星
は
、
死
を
司
る
星
で
あ
る
。

『
捜
神
記
』
に
は
徐
伯
は
天
に
登
り
北

斗
門
の
鳥
と
に
来
て
み
る
と
鞍
を
は
ず
し
た
三
頭
の
馬
が
あ
り

「
明
日
、

一
頭
は

石
を
、

一
頭
は
本
を
、

一
頭
は
思
を
迎
え
に
」
と
書
い
て
あ
る
夢
を
見
た
。
彼
の

治
病
に
あ
た
る
道
士
、
呂
石
安

・
載
本

・
王
思
の
三
人
の
名
で
あ
る
。
こ
の
夢
を

三
人
に
語
る
と
、
三
人
は

「
死
期
を
迎
え
た
、
で
は
家
族
と
別
れ
を
」
と
去
り
、

一
日
後
三
人
は
同
時
刻
に
死
去
し
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
北
斗
と
死
の
深
い
繋
り

が

「
七
星
板
」

の
名
を
息
づ
か
せ
る
の
で
あ
る
。

棺
内
に
用
い
ら
れ
る
七
星
板
は
、
そ
の
存
在
を
記
し
た
日
記
な
ど
の
記
録
か
ら

推
せ
ば
十
八
世
紀
中
葉
か
ら
十
九
世
紀
中
葉
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
、
こ
う

し
た
七
星
板
を
用
い
る
慣
習
を
求
め
る
と

『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
世
宗

・
巻

一
百
三

十
四
、

五
禮
凶
禮
儀
式
の
中
に
興
味
ぶ
か
い
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
治

稗
と
題
し
た

「
工
曹
、
帥
其
属
、
修
稗
内
外
、
遂
於
稗
内
、
以
紅
綾
貼
四
方
、
緑

綾
貼
四
角
。
以
煉
熟
秣
米
灰
、
鋪
其
底
厚
四
寸
許
、
加
七
星
板
、
舗
紅
綾
褥
及
席

干
板
上
、
大
棺
亦
用
松
黄
腹
板
為
之
塗
漆
及
作
征
貼
綾
、
並
同
治
稗
」
と
い
っ
た

記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
、

「加
七
星
板
」
の
句
に
は

「厚
五
分
漆
之
」

の

註
が
付
け
ら
れ
、
七
星
板
の
内
容
を
よ
り
詳
細
に
伝
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

稗
は
棺
を
謂
う
。
し
た
が

っ
て
棺
底
に
秣
米
を
煉
熟
し
た
灰
を
四
寸
ば
か
り
の

厚
さ
で
敷
き
、
そ
の
上
に
厚
さ
五
分
程
、
漆
塗
り
の
七
星
板
を
載
せ
る
と
い
う
の

で
あ
る
。
日
本
で
は
灰
や
石
灰
を
、
朝
鮮
で
は
林
米
灰
を
と
い
う
相
違
は
あ

っ
て

も
共
に
屍
汁
を
吸
い
と
る
灰
と
い
う
点
で
は
同
義
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
本
邦
と
は

異
り
北
斗
七
星
形
に
各
穴
を
配
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
と
朝
鮮
半
島
の
間
に

通
じ
あ
う
慣
行
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
棺
内
に
用
い
る
屍
床
の
板
が
同
様
、

「七
星

板
」
と
呼
ば
れ
る
な
ど
、
彼
我
両
国
間
に
共
通
す
る
面
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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朝
鮮
王
世
宗
は
十
五
世
紀
前
半

の
王

で
あ
り
、
日
本

で
七
星
板
が
盛
行
す
る
十
八

世
紀
中
葉
よ
り
も
、
凡
そ
三
世
紀
も
古

い
七
星
板
の
記
録
で
あ
る
9
日
本
の
七
星

板
は

『
喪
祭
私
説
』
の
記
事
か
ら
す
れ
ば
広
く
深
く
普
及
し
て
い
る
様
子
が
読
み

と
れ
る
。
そ
の
普
及
度
を
勘
案
す
れ
ば
日
本
で
も
十

五
世
紀
代
、
貴
紳
の
間
に

「
七
星
板
」
を
め
ぐ
る
慣
行
、
思
惟
が
摂
取
さ
れ

て
い
た
可
能
性
は
な
い
で
は
な

い
。
恐
ら
く
、
こ
う
し
た

「
七
星
板
」

を
め
ぐ
る
思
惟

・
慣
行
は
中
国
で
成
立
し
、

そ
れ
が
朝
鮮
半
島
や
日
本

へ
拡
り
受
容
さ
れ
る
流
れ
を
も
つ
も
の
と
想
わ
れ
る
。

日
本
の

「
七
星
板
」
が
中
国
の
制
を
受

容
し
た
も
の
か
、
朝
鮮

の
制
を
受
容
し
た

も
の
か
は
、
今
遽
か
に
は
決
め
が
た

い
が
、
近
世
の
葬
送
儀
礼

の
中
に
も
、
舶
載

の
思
想
が
働
く
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
.
十
度
胞
衣
洗
源
流
考

平
城
京
で
は
、
数
多
く
の
胞
衣
埋
納
施
設
が
発
掘
さ
れ
、
ま
た
地
方
官
衙
に
程

近
い
場
所
か
ら
も
、
同
様
な
施
設
が
検

出
さ
れ
、
唐
風
の
胞
衣
埋
納
慣
行
が
律
令

体
制
と
表
裏

一
体
と
な

っ
て
日
本
各
地
に
浸
透
す
る
様
子
が
読
み
と
れ
る
よ
う
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
胞
衣
埋
納
に
関
係
す
る
史
料
と
し
て
は
、

『
玉
蘂
』
の

「
承
元
三
年
五
月

二
十
五
日
丁
巳
、
今
日
御
湯
殿
始
也
…
…
御
陽
間
汲
吉
方
水
、
御
湯
之
間
洗
胞
衣
、

…
…
先
以
清
水
洗
之
、
以
美
酒
洗
之
、
次
以
緋
鎌
萎
之
、
次
入
銭
五
文
於
白
甕
瓶
.

子
鑑

穂

、
次
以
胞
衣
入
銭
上
、
次
新
筆

一
管
入
胞
衣
上
、
次
掩
瓶
蓋
、
以
生

気
方
土
塗
塞
之
、
…
」

と
い
っ
た
詳
細

な
記
事
や
、

『
康
和
御
産
部
類
記
』

の

「
被
納
胞
衣
、
大
納
言
井
左
少
排
顕
隆
、
奉
仕
其
事
、
加
入
醗
中
金
銀
犀
角
墨
筆

小
刀
款
」
と
い
う
要
を
得
た
記
事
が
あ
り
、
埋
納
の
次
第
が
具
体
的
に
知
ら
れ
る

に
至

っ
た
。

こ
う
し
た
記
事
を
通
覧
す
る
時
、
注
目
さ
れ
る

一
つ
の
事
項
が
あ
る
。
胞
衣
を

洗
う
慣
行
が
そ
れ
で
あ
る
。
先
き
の

『
玉
蘂
』

で
は

「先
以
清
水
洗
之
、
以
美
酒

洗
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
胞
衣
を
洗
う
、
そ
の
洗
い
は
極
め
て
丁
寧
で
あ

っ
た
よ

う
で
あ
る
。
単
に
清
水
で
洗
う
に
と
ど
ま
ら
ず
美
酒
ま
で
も
用
い
て
の
洗
い
で
あ

る
点
が
特
に
留
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
清
水
と
美
酒
両
用
の
洗
い
に
つ
い
て

は
、
よ
り
具
体
的
に
示
す
史
料
が
あ
る
。
そ
の

一
、

二
を
挙
げ
れ
ば
乾
元
二

二

三
〇

三
)
年
の

『
昭
訓
門
院
御
産
愚
記
』
に
は
、

「女
房
少
輔
局
洗
之
、
先
以
水

能

々
無
御
血
気
之
程

二
洗
之
、
次
以
清
酒

一
度
洗
之
、
其
後
柳
入
酒
入
桶
…
」
と

い
っ
た
記
事
が
あ
り
、
延
慶
四

(
=
一=

一
)
年
の

『
廣
義
門
院
御
産
愚
記
』

に

は

「件
御
胞
衣
今
奉
洗
之
、
今
参
役
之
、
於
御
湯
殿
先
御
胞
衣
槽

・
御
被
裸
槽
等

内

々
召
庵
、令
進
御
湯
殿
透
、次
奉
洗
之
、洗
以
水
能

々
無
血
気
之
程
二
洗
之
嬰
撹

其
後
以
清
酒

一
度
洗
之
、
其
後
脚
入
酒
、
入
桶
…
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。

こ

の
両
記
事
は
共
に
西
園
寺
公
衡
の
筆
を
と
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
す

れ
ば
、
乾
元
二
年
の
場
合
も
延
慶
四
年
の
場
合
も
、
清
水
で
九
度
洗
い
清
酒
で

一

度
洗
う
と
い
っ
た
慣
習
が
存
在
し
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く

『
玉
蘂
』

記
載

の
胞
衣
も
清
水
で
九
度
、
清
酒

一
度
と
い
う
胞
衣
洗
い
の
故
事

に
基
づ
い
て

実
修
さ
れ

て
い
る
可
能
性
は

つ
よ
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
清
水
と
清
酒
を
用
い
る
こ
と
に
お
い
て
は
共
通
す
る
が
、
少
々
趣

き
の
異
な
る
故
事
も
見
ら
れ
る
。

『
御
産
所
日
記
』

に
は
、
足
利
義
政
の
子
、
義

勝
の
誕
生
を
記
し

「納
申
御
胞
衣
ヲ
、
先
清
水

一一
テ
七
度
洗
テ
、
後
酒

一一
テ
三
度
、

其
後
酢
に
浸
、
其
後
白
布
三
尺

ニ
テ
嚢
申
、
其
上
ヲ
赤
色
絹

ニ
テ
萎
申
。」
と
あ
り
、

先
き
の
、
広
義
門
院
の
九
度
清
水
で
洗
い
、
後

一
度
酒
で
洗
う
と
い
う
内
容
と
は

異
な
り
、
清
水
七
度
、
清
酒
三
度
の
洗
い
と
い
っ
た
故
事
が
こ
の
時
期
に
存
在
す

る
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
足
利
義
勝
の
誕
生
は
永
享
六

(
一
四
三

四
)
年
で
あ
り
、
こ
の
間
に
清
水
以
上
に
清
酒
が
重
要
視
さ
れ
、
清
酒
で
洗
う
度

数
が
増
え
て
い
く
傾
向

の
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
よ
う
に
水
、
酒
で
洗
わ
れ
た
胞
衣
は
酢
に
浸
し
つ
け
お
く
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

一
層
血
の
気
を
と
り
除
こ
う
と
い
う
意
味
を
も

っ
た
措
置
で
あ
り
、

次
第
に
胞
衣
洗
い
の
慣
行
が
丁
寧
に
な
り
、
き
め
細
か
く
整
備
さ
れ
て
い
く
流
れ

に
あ
る
こ
と
を
よ
く
物
語
る
も
の
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
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中
世
の
記
録
に
見
え
る
胞
衣
洗
い
は
清
水
、
清
酒
を
用
い
、
十
度

こ
れ
を
洗
う

と
い
う
故
事
が
基
本
に
あ
る
と
見
て
よ

い
。
と
こ
ろ
が
近
世
に
は
、

こ
う
し
た
故

事
に
変
化
が
生
じ
た
と
見
て
よ
い
記
録

が
あ
る
。

『
後
水
尾
院
良
記
』
の
記
事
が

そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

「
一
、
御
ゑ
な
、
七
十
五
度
き
よ
め
、
あ
い
の
か
は
ら

け
に
入
、

二
ま
い
に
て
ふ
た
を
い
た
し
、
小
が
た
な
左
右

一
つ
い
…
」
と
い
う
故

事
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、
清
水
、
美
酒
を
並
用
す
る
の
か
否
か

は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
七
十
五
度
の
き
よ
め
1
洗
い
が
そ
こ
に
は
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
か
つ
て
の
中
世
の
十
度
の
洗
.い
と
い
う
故
事
が
、
近
世
で
は
七
十
五
度

の
洗

い
と
い
う
新
t
い
慣
行
に
転
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
度
か
ら
七
十
五
度

へ

の
移
ろ
い
は
胞
衣
の
浄
化
、
1

血
の
微
気
を
徹
頭
徹
尾
、
除
こ
う
と
い
う
強
い
意

志
の
表
現
で
あ
り
、

一
層
の
丁
重
化
、
整
備
化

へ
と
道
程
を
辿

っ
て
い
る
と
説
い

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

中
世
、
胞
衣
を
洗
う
こ
と
十
度
と
い

っ
た
故
事
は
如
何
な
る
根
拠
に
基
づ
く
も

の
で
あ
う
た
の
か
、
そ
の
実
際
を
語

る
史
料
は
仲
々
求
め
得
な
い
。
と
こ
ろ
が

『新
齊
譜
』
に
は
興
味
深
い
伝
承
が
記
し
留
め
ら
れ
て
い
る
。
松
村
武
雄
氏
が
そ

の
著

『
支
那
神
話
伝
説
集
』
の

一
話
と
し
て
訳
さ
れ
た

一
文
を
掲
げ
る
と
、

「
四

川
省
部
郎
県
の
丁
榿
が
冥
府
に
入
り
こ
み
妻
と
再
会
、
そ
の
時
、
妻
は
菜
を
洗

っ

て
い
た
。
彼
が
菜
が
紫
色
を
し
て
い
る
訳
を
問
う
と
、
妻
は
洗

っ
て
い
る
の
は
、

紫
河
車
と
い
う
も
の
、

つ
ま
り
世
間
で
い
う
胞
胎
の
こ
と
。
十
度
洗

っ
た
楊
合
は

器
量
よ
く
高
貴
な
人
物
と
な
り
、

二
、

三
度
洗

っ
た
場
合
は
中
位
の
身
分
の
子
と

な
り
、

一
度
も
洗
わ
な
い
も
の
は
汚
く

て
愚
か
な
子
と
な
る
」
と
答
え
て
い
る
。

こ
の
十
度
、
二
、
三
度
、

一
度
も
と
い
う
基
準
は
単
な
る
語
呂
で
の
基
準
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
が
、
日
本
中
世
の
胞
衣
洗
い
十
度
を
重
ね
れ
ば
、
こ
う
し
た
説
話

の
説
く
所
に

「故
事
」
の
根
源
が
求
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
胞
衣
洗
い
の
度
数
が
多
い
程
、
貴
種
と
な
り
、
度
数
が

少
く
な
い
場
合
は
愚
者
に
結
び
つ
く
と

い
っ
た
趣
旨
は
、
や
が
て
近
世
、
七
十
五

度
も
の
胞
衣
洗
い
が
生
ま
れ
て
く
る
経
緯
を
暗
示
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

い
ま

一
つ
、
重
要
な
視
点
が
、
中
国
の
こ
の

『
新
齊
詣
』
の
胞
衣
の
扱
い
か
ら

浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
胞
衣
洗

い
が
日
本
の
古
代
、
中
世
に
あ

っ
て

「十
度
」
を
慣
行
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
、
中
国
の
丁
重
な
胞
衣
洗
い
が

「十
度
」
で
あ
る
と
す
る

『
新
齊
詣
』
の
記
事
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
の
唐
代
の
慣

行
を
奈
良
朝
、
我
が
国
の
唐
制
受
容
の
流
れ
の
中
で
こ
う
し
た
胞
衣
洗
い
の

「
十

度
」
も
ま
た
胞
衣
を
め
ぐ
る

一
連
の
慣
行
と
共
に
摂
取
受
容
し
た
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
ほ
の
か
に
窺
い
う
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

三
、
産
衣
色
と
産
子
勘
文

『貞
丈
雑
記
』
に

「
産
衣
を
始
て
著
す
る
を
著
衣
の
祝
と
云
う
な
り
。
俗
に
産

著
と
い
ふ
は
本
儀
生
衣
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
産
衣
は
産
著
と
も
著
衣

・
生
衣

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
最
初
に
着
る
衣
だ
け
に
、
格
別

な
想
い
が
こ
の

「
産
衣
」
1
著
衣
に
は
纏

い
つ
く
。
ま
ず
は
産
衣
の
色
か
ら
検
討

し
て
見
よ
う
。

た
と
え
ば
、

「
甲
乙
日
生
、
緑
色

鍍
僻
囲
、
丙
丁
日
生
、
青
色

藷

哩

、
戊
己

日
生
、
赤
色

盟超
如
時
凶
、
庚
辛
日
生
、
黄
色
騨

湘
、
壬
癸
日
生
、
白
色

盤

朗
時
凶
」

と
記
す

『
拾
芥
抄
』
の

「
著
衣
吉
日
」
の

一
文
を
見
る
と
、
よ
く
そ
の
間
の
状
況

が
窺
え
る
。
十
干
の
甲
乙
日
誕
生
し
た
人
は
緑
色
の
産
衣
、
庚
申
日
の
着
用
は
忌

む
べ
し
。
申
酉
時
刻
の
着
衣
は
凶
な
り
と
い
う
よ
う
に
、
産
衣
の
色
を
緑

・
青

・

赤

・
黄

・
白
色
に
分
別
し
て
忌
日
、
凶
刻
を
明
記
し
て
著
衣
の
祝
を
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
誕
生
日
の
十
干
か
ら
産
衣
を
規
定
す
る
こ
と

の
判
る
日
記
の

一
と
し
て
は

『小
右
記
』

の
記
事
が
あ
る
。

「永
観
三
年
四
月
廿

八
日
壬
寅
、
寅
時
降
誕
女
子
、
五
月

一
日
乙
巳
、
午
時
以
白
色
衣
令
著
児
」
の
記

事
が
そ
れ
で
あ
る
。
誕
生
の
日
は
干
支
が

「
壬
寅
」
、
従

っ
て

『
拾
芥
抄
』
の
規

定
に
ょ

っ
て
壬
癸
日
生
れ
の
白
色
、
戊
己
日
生
を
避
け
て
乙
巳
日
、
己
未
辰
戌
時

も
さ
け
て
午
時
を
選
ぶ
と
い
う
よ
う
に
、
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
様
子
が
よ
く
読

み
と
れ
る
の
で
あ
る
。



144第23号大 学 紀 要

 

良奈

こ
う
し
た
法
式
以
外
に
も
産
衣
の
色
を
規
定
す
る
法
式
の
存
在
を
伝
え
る

一
文

が
あ
る
。
足
利
義
勝
の
誕
生
を
詳
細
に
伝
え
る

『
御
産
所
日
記
』
の
法
式
が
そ
れ

で
あ
る
。
義
勝
の
誕
生
は
永
享
六
年
甲
寅
二
月
九
日
で
あ
る
。
日
記
に
は

「
一
、

御
服
衣
召
初
ノ
時
ノ
色

ハ
、
御
出
生
ノ
御
方
、
其
御
年
當
カ
ソ
カ

へ
申
上
也
。
黄

色
青
色
ヲ
定
申
也
」
と
あ
る
。
御
年
當
、

「
年
當
り
」
を
基
準
と
し
て
見
た
場
合
、

永
享
六
年
甲
寅
に
出
生
し
た
義
勝
公
の
産
衣
の
色
は
黄
色
青
色
で
あ
る
と
述
ぺ
て

い
る
の
で
あ
る
。

『
拾
芥
抄
』
の
産
衣
の
色
が
出
生
日
の

「
日
當
り
」
を
基
準
と

す
る
法
式
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は

「
年
當
り
」
で
あ

り
、

二
つ
の
法
式
が
た
し
か
め
ら
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
甲
寅
年
が
黄

色
青
色

に
該
当
す
る
と
い
っ
た
十
干
と
五
色
の
配
當
も

『拾
芥
抄
』
と

『
御
産
所

日
記
』
の
間
で
は
喰
い
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
恐
ら
く

『
拾
芥
抄
』
が
甲
乙
日
緑
、

丙
丁
日
青
、
戌
己
日
赤
、
庚
辛
日
黄
、

壬
癸
日
白
と
す
る
の
に
対
し
、

『
御
産
所

日
記
』
は
甲
乙
年
黄
、
丙
丁
年
白
、
戊
巳
年
緑
、
庚
辛
年
黄
、
壬
癸
年
赤
色
、
も

し
く
は
甲
乙
年
青
、
丙
丁
年
赤
、
戊
己
年
黄
、
庚
辛
年
白
、
壬
癸
年
緑
色
と
い
う

十
干
配
色
が
基
準
と
し
て
存
在
し
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
間
の
事
情
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
記
録
が
あ
る
。

『
朝

野
群
載
』

に
の
せ
ら
れ
て
い
る

「産
勘

文
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
揮
申
今
月
七
日

子
剋
産
児
雑
事
日
時
、

可
造
湯
殿
具
日
時
、
今
月
九
日
甲
戌
、
時
酉
戌
。
沐
浴
日

時
、
同
日
甲
戌
、時
戌

佃難

。蔵
胞
衣
田
時
、
同
十

一
日
丙
子
、
時
申
酉

報

醗
興
。
著

衣
日
時
、
同
十
七
日
壬
午
、
時
卯
辰

働
璽

。
剃
髪
日
時
、

二
月
廿

一
日
乙
酉
、
時

午
未
。
永
久
四
年
正
月
九
日
。
陰
陽
師
伴
信
」
の
記
事
で
あ
る
。
永
久
四
年
正
月

子
剋

に
誕
生
し
た
児
の
湯
殿
具
を
造
る
、
沐
浴
さ
せ
る
、
胞
衣
を
納
め
る
、
著
衣

の
祝
ひ
を
す
る
、
剃
髪
す
る
吉
日
を
生
家
が
間
う
た
の
に
対
し
、
陰
陽
師
伴
信
が

提
出
し
た
勘
文
で
あ
る
。
そ
の
勘
文
中
の
著
衣
日
時
は
十
七
日
壬
午
、
時
は
卯
辰
.

の
時
と
さ
れ
、
産
衣
の
色
は
緑
と
報
告

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
久
四
年
は
丙

申
、
正
月
七
日
は
壬
申
に
該
当
す
る
。

先
き
の

『
拾
芥
抄
』
の
十
干
配
色
か
ら
す

れ
ば
丙
申
年
は
青
色
、
壬
申
日
は
白
色

と
な
り
、
緑
色
と
は
合
致
し
な
い
。

一
方
、

『御
産
所
日
記
』

で
想
定
し
た
二
案
の
十
干
配
色
の
後
者
を
宛

て
る
と
壬
申
日
は

緑
色
に
該
当
す
る
の
で
、

『御
産
所
日
記
』
、

『
産
子
勘
文
』
共
に
、
甲
乙
青
色
、

丙
丁
赤
色
、
戊
己
黄
色
、
庚
辛
白
色
、
壬
癸
緑
色
と
い
っ
た
十
干
配
色
で
産
衣
の

色
も
定
め
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
産
衣
の
色
の
配
色
に
は
、
十
干
五
色
の
配
色
と
は
別
な
、
い
ま

一
つ
、

第
三
の
法
式
が
存
在
し
て
い
る
。

「
一
、
産
衣
の
事
、
色
は
不
定
候
、
誕
生
の
と

き
雲
の
色
の
如
く
に
す
る
な
り
。
誕
生
の
時
、
空
の
色
白
候

へ
ば
産
衣
の
色
も
白

候
。
雲
の
色
青
候

へ
ば
う
ぶ
衣
の
色
も
青
候
、
あ
か
く
候

へ
ば
産
衣
の
色
も
赤
候
、

黄
に
候

へ
ば
う
ぶ
衣
も
黄
候
、
産
ぎ
ぬ
の
や
う
だ
い
ま
で
、
か
も
ん
に
書
の
せ
ら

れ
候
間
、
そ
の
ご
と
く
に
す
る
な
り
」
と
い
う
記
事
が

『産
所
法
式
』
中
に
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
先
き
に
記
し
た
二
つ
の
法
式
、

「
年
當
り
」

・
「
日
當
り
」
と

は
異
な
る
根
拠
を
も

っ
た

「
雲
當
り
」
と
も
い
う
ぺ
き
法
式
で
あ
る
。
甲
乙

。
丙

丁
と
い
っ
た
十
干
に
従
う
年
、
日
を
五
行
に
配
し
て
産
衣
の
色
を
定
め
る
法
式
と

は
異
な
り
、
雲
気
の
示
す
色
に
従
い
産
衣
の
色
を
定
め
る
法
式
で
あ
る
。

一
見
、

雲
の
色
に
基
づ
く
産
衣
の
色
決
め
と
い
え
ぱ
簡
単

・
疎
略
な
規
定
と
い
っ
た
観
が

あ
る
が
、
文
中
に

「
か
も
ん
に
書
の
せ
ら
れ
候
間
、
そ
の
ご
と
く
に
す
る
な
り
」

と
あ
る

「
か
も
ん
」
が
勘
文
を
指
す
こ
と
を
知
れ
ば
、
先
き
の

『朝
野
群
載
』
の

「産
子
勘
文
」
の
基
準
と
同
様
な
陰
陽
勘
文
書
が
存
在
し
た
も
の
と
推
測
し
て
よ

く
、
陰
陽
師
の
参
加
は
十
分

「
雲
気
の
色
に
よ
る
産
衣
の
色
定
め
」
に
考
え
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
産
所
之
記
』
に
は

「
一
、
御
誕
生
候
て
、
か
ん
も
ん
を
御

と
り
候
事
に
て
候
、
何
月
何
ヶ
日
と
申
遣
、
か
ん
も
ん
に
御
う
ぶ
ぎ
の
い
ろ
、
よ

う
つ
の
事
、
御
入
候
な
り
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
が
、
こ
の
楊
合
は
何
月
何

ヶ

日
と
い
う
形
ー
何
月
何
日
と
伝
え
、
産
衣
の
色
を
は
じ
め
種

々
の
事
項
を
陰
陽
師

に
占
わ
せ
、

「
勘
文
」
と
い
う
形
で
そ
の
決
定
を
得
て
い
る
の
で
あ
る
。
何
月
何

ヶ

日
の
句
か
ら
み
て
十
干
五
色

の
配
色
に
よ
る
占
い
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

産
衣
の
色
は

「
年
當
り
」

・
「
日
當
り
」

・

「雲
當
り
」
と
い
っ
た
法
式

で
陰

陽
師
が
定
め
勘
文
が
提
出
さ
れ
る
が
、
現
実
に
多
用
さ
れ
た
の
は
、

「
日
當
り
」
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11
誕
生
日
の
十
干
五
色
配
色
に
よ
る
法
式

で
あ

っ
た
ろ
う
事
は
日
記
を
多
読
す
る

中
か
ら
読
み
と
れ
る
。
と
こ
ろ
で

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
四
月
九
日
の
條
に

「
壬

申
、
大
納
言
示
送
云
、
左
大
将
女
子
、

一
人
五
歳
、

一
人
三
歳
、
産
衣
焼
亡
、
注

置
書
同
焼
失
、
煩
令
勘
宿
曜
、
無
術
、
若
注
付
暦
乎
、
報
今
日
申
日
、
明
日
可
注

奉
之
由
、
引
見
暦
、
長
和
三
年
八
月
十

七
日
、
庚
午
、
寅
時
、
同
五
年

二
月
廿
三

日
、
戊
戊
、
午
時
、
十
日
、
癸
酉
、
左
将
軍
両
児
産
年
月
日
時
書
出
奉
大
納
言
許
、

有
喜
悦
之
報
」
と
い
っ
た
記
事
が
あ
る
。
左
大
将
藤
原
教
通
の
娘
、
五
歳
の
生
子

と
三
歳
の
眞
子
の
産
衣
が
焼
亡
、
注
し
置

い
た
書
を
同
時
に
娩
失
し
た
の
で
、
外

祖
父
に
あ
た
る
藤
原
公
任
が
実
資
に
両
女
の
出
生
年
月
日
干
支
時
刻
を
注
付
暦
に

ょ
っ
て
確
認
す
る
よ
う
依
頼
、
実
資
は
調

べ
て
翌
日
そ
の
詳
細
を
報
じ
た
旨
を
記

し
留
め
て
い
る
訳
で
あ
る
。
貴
紳
の
邸
宅

に
あ

っ
て
は
、
子
女
の
産
衣
は
丁
重
に

保
存
さ
れ
、
併
せ
て
注
置
書
-
御
産
部
類
記
の
よ
う
な
記
録
か
ー
も
同
様
に
配
置

さ
れ
て
い
る
様
子
が
手
に
と
る
よ
う
に
読
み
と
れ
る
。
十

一
月
九
日
に
は
、

二
女

の
盛
大
な
著
袴
の
儀
が
執
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
藤
原
教
通
や
藤
原
公

任
は
再
三
、
陰
陽
師

に
日
時
を
問
う
て
宿
曜
を
勘

へ
さ
せ
て
い
る
。
宿
曜
勘
文
の

た
め
に
は
生
年
月
日
干
支
時
刻
を
正
し
く
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
出
生
の
詳
細
な
記
録
書
-
御
産
部
類

記
1
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
大
切
な
記
録
書
が
産
衣
と
共
に
貴
紳
の
邸
宅
に
保
管
さ
れ
て
い
る

事
実
は

「産
衣
」

へ
の
想
い
ー

そ
の
宗
教
性
を
語
る
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
な

事
実
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

四
、
地
鎮
修
法
遺
跡
二
相

大
分
県
朝
地
町
市
万
田
字
町
に
あ
る
古
市
遺
跡
が
、
朝
地
町
教
育
委
員
会
の
手

で
発
掘
調
査
さ
れ
た
の
は
平
成
元
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
圃
場
整
備
に
先
立
つ
試

掘
調
査
で
あ
り
、
丘
陵
の
裾
斜
面
の
A
地
区
に

一
-
五
地
点
の
調
査
区
を
設
け
た
。

調
査
で
は
平
安
時
代
の
資
料
が
や
や
多
く
得
ら
れ
、
そ
う
し
た
成
果
は
平
成
六
年
、

『
朝
地
池
区
遺
跡
群
発
掘
調
査
報
告
書
』
n
と
し
て
同
町
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。

こ
の
調
査
で
注
目
さ
れ
る

一
遺
構
の
発
見
が
あ

っ
た
。
第
四
調
査
区
で
見
出
さ

れ
た
4
G
S
K

一
と
さ
れ
る
遺
構
が
そ
れ
で
あ
る
。
報
告
書
に
は
、
こ
の
遺
構
に

つ
い
て

「直
径

一
メ
ー
ト
ル
の
円
形
プ
ラ
ソ
、
深
さ
四
五
セ
ソ
チ
の
皿
状
の
土
墳

の
中
心
に
、
土
師
器
の
壼

二
個
を
直
立
し
て
据
え
、
周
辺
に
圷
二
〇
個
と
壷
三
個

を
配
し
、
最
後
に
人
頭
大
の
河
原
石
四
個
を
重
し
と
す
る
か
の
よ
う
に
置
き
、
空

間
に
砂
を

つ
め
た
遺
構
」
と
の
べ
て
い
る
。
土
器
は
全
て
完
形
品
、
壺
は
壷
、
圷

は
圷
と
も
に
よ
く
類
似
し
て
お
り
、
土
器
の
示
す
九
世
紀
前
半
代
と
い
う
年
代
観

が
、
こ
の
遺
構
の
年
代
観
で
あ
り
、

「
何
ら
か
の
飲
食
儀
礼
の
の
ち

一
括
埋
納
さ

れ
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
地
鎮
祭
的
性
格
の
つ
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ

に
し
て
も
祭
祀
的
様
相
の
強
い
遺
構
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
発
見
さ
れ
た
土
器
に
つ
い
て
は
、
壷
五
個
は
共
に
器
形
が
統

一
さ
れ
、

胎
土
も
共
通
し
て
い
る
。
圷
は
二
十
点
が
器
形
か
ら
A

・
B
に
大
別
さ
れ
、
圷
A

は
さ
ら
に
二
分
さ
れ
る
も
の
の
技
法
、
規
矩
は
相
似
る
。
圷
A
l

一
は
十
三
点
、

A
l

二
は
五
点
、
圷
B
は
二
点
で
あ
る
。
圷
A
l

一
に
属
す
る
杯
C
と
壷
は
底
部

の
処
理
技
法
が
同
工
、
胎
土
も
同
胎
、
同

一
工
房
の
作
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
類
推

さ
れ
て
い
る
。

完
形
品
の
壷
五
個
、
圷
二
〇
個
の

一
括
配
置
と
い
う
そ
の
数
量
を
き
く
と
、
直

ち
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、

一
壷
四
圷
を
単
位
と
す
る
五
組
か
ら
な
り
た

つ
構
成
で

あ
る
。
五
壷
を
配
置
す
る
事
例
と
し
て
は
岩
手
県
水
沢
市
の
胆
沢
城
跡
の
遺
構
が

挙
げ
ら
れ
る
。
杯
で
蓋
さ
れ
た
長
頸
壷
が
、
中
央
に

一
個
、
四
方
の
隅
を
点
ず
る

形

で
そ
れ
ぞ
れ
各

一
個
、
計
五
壺
が
そ
れ
ぞ
れ
の
土
墳
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
の
点
ず
る
区
画
の
範
囲
は
、
東
西
四

・
二
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四

.
二

八
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。
九
世
紀
前
半
代
に
属
し
、
胆
沢
城

で
の
地
鎮
の

一
例
と
L

て
注
目
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。

一
方
、
千
葉
県
烏
内
遺
跡
で
は
、
平
面

一
メ
ー
ト

ル
x
O

・
八
メ
ー
ト
ル
の
隅
丸
長
方
形
、
深
さ
○

・
五
五
メ
ー
ト
ル
の
土
墳
の
底

に
長
楕
円
形
の
凹
溝
を
三
条
-
中
央
は
短
く
両
側
に
長
い
凹
溝
を
設
け
、
中
溝
中

央
、
左
右
両
側
溝
の
両
端
、
す
な
わ
ち
中
央
と
四
隅
を
点
ず
る
形
で
合
せ
口
の
皿
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奈

各

一
組
、
計
五
組

一
〇
枚
を
配
置
す
る
整
然
た
る
地
鎮
の

一
例
を
顕
現
さ
せ
て
い

る
。
主
屋
-
堀
立
柱
建
物

の
中
心
に
穿

た
れ
た
墳
と
見
て
よ
い
施
設

で
あ
る
。
こ

の
烏
内
遺
跡
で
は
、

こ
の
主
屋
の
西
に
位
置
す
る
い
ま

一
棟
の
堀
立
柱
建
物

で
も

圷

二
枚
を
合
せ
ロ
に
し
た
三
ヶ
所
、
計

六
枚
の
地
鎮
例
が
見
ら
れ
る
。
と
も
に
中

央
、
四
隅
を
点
ず
る
典
型
的
な
地
鎮
例

で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
、
中
央

.
四
隅
を

点
ず
る
地
鎮
の
い
ま

一
つ
の
例
示
は
高
野
山
金
剛
峯
寺
法
性
院
で
見
ら
れ
た
遺
構

で
あ
る
。
東
西
二
六
メ
ー
ト
ル

・
南
北

・
三
六
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
画
し
て
、
中

央
と
四
隅
に
共
通
し
た
埋
納
物
が
見
ら
れ
る
。
五
枚
の
皿
を
中
央

.
四
隅
に
配
置

し
た
折
敷
を
小
穴
そ
れ
ぞ
れ
に
据
え
た
遺
構
で
あ
る
。
従

っ
て
総
数
廿
五
枚
の
皿
、

五
枚
の
折
敷
が
必
要
と
な
る
饒

々
し
い
地
鎮
ー
地
取
り
作
法
の
遣
跡
で
あ
る
。

掲
げ
た
三
遺
構
は
、
と
も
に
中
央
と
四
隅

(時
に
は
四
隅
四
辺
)
で
祭
料

・
祭

具
を
用
い
て
奉
斎
、
そ
の
場
に
埋
め
る
バ
タ
!
ソ
の
例
示
で
あ
る
が
、

一
方
で
は
、

こ
う
し
た
祭
式
過
程
を
経
た
の
ち
、
四
隅

(時
に
は
四
隅
四
辺
〉
の
祭
料
、
祭
具

を
中
央

に
集
め
埋
置
す
る
バ
タ
ー
ソ
の
例
示
か
と
考
え
ら
れ
る
資
料
も
あ
る
。
例

へ
ぱ
福
岡
県
岡
遺
跡
で
は
、
合
せ
ロ
の
皿
五
組
、
計

一
〇
枚
が
倒
置
さ
れ
た
遺
構

が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
千
葉
県
烏
内
遺

跡
の
長
方
形
土
墳
内
の
中
央

・
四
隅
の
合

せ
ロ
の
皿
-

二
枚
五
組
、
計

一
〇
枚
を
集
め

一
括
埋
置
し
た
か
た
ち
と
同
じ
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
岐
阜
県
伊
夫
貴
神

社
遣
跡
で
は
筒
形
容
器
に
伴

っ
て
、
東

・

西

・
南

・
北
方

・
中
央
と
墨
書
し
た
蓋

皿
と
輪
宝
墨
描
皿
五
枚
、
計

一
〇
枚
が
発

見
さ
れ
て
い
る
。
四
隅
と
中
央
を
点
じ

て
用
い
ら
れ
た
輪
宝
墨
描
き
の
身
皿
と
方

位
を
記
す
蓋
皿
が
合
せ
ロ
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
用
い
ら
れ
そ
の
場
に
、
合

せ
ロ
の
姿
で
埋
置
さ
れ
る
の
が
通
有

の
あ
り
方
で
あ
る
が
、
意
夫
貴
神
社
例
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
用
い
、
あ
と
集
め

一
括
さ
れ
て
筒
形
容
器
に
納
め
ら
れ
、
社
殿

の
中
央
地
下
に
埋
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
様
な
バ
タ
!
ソ
の

一
例
と
い
え
よ

う
。

一
方
、
堺
市
環
濠
都
市
遣
跡
で
は
、
小
鍋
中

に
合
せ
口
の
皿

一
組

(
二
枚
)
、

時
に
二
組

(
四
枚
)
を
納
め
た
地
鎮
資
料
が
虞

々
見
ら
れ
る
。
中
央

・
四
方
に
埋

納
さ
れ
る
、
そ
の

一
穴
例
と
見
な
し

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
富
田
林
市
烏

帽
子
形
入
幡
神
社
本
殿
遺
跡
で
は
小
鍋
中
に
大
皿
四
枚
、
小
皿
四
枚
計
八
枚
が
納

め
ら
れ
、
ま
た
富

田
林
市
龍
泉
寺
遺
跡
で
は
小
鍋
中
に
大
小
の
皿
三

一
枚
が
納
め

ら
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
前
者
は
中
央

・
四
隅
中
の
中
央
例
と
見
な
し
小
鍋

の
周
囲

に
大

・
小
皿
二
枚
を
合
せ
ロ
で
組
合
せ
四
組
を
配
置
す
る
場
合
と
、
四
隅

に
大

・
小
皿
二
枚
を
合
せ
ロ
で
組
合
せ
て
祭
祀
、
後
、
小
鍋
中
に
こ
の
四
隅
で
用

い
た
八
枚

の
皿
を
集
め

一
括
納
め
て
中
央
に
配
置
し
た
場
合
が
想
定
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
二
つ
の
場
面
の
い
ず
れ
が
是
否
か
を
問
う
時
、
注
目
さ
れ
る
の
は
龍

泉
寺
例

で
あ
る
。

三

一
枚
の
皿
は
四
隅
に
あ
て
れ
ば
八
枚
つ
つ
と
な
り
、
二
枚
合

せ
ロ
で
組
合
せ
れ
ば
四
隅
の
各
隅
の
四
隅
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
四
隅
を

点
ず
る
機
能
が
息
づ
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
と
も
に
中
央
を
点
じ
な
い
か

の
感
が
生
ず
る
が
粥
鍋
が
存
在
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た

二
枚
四
組
、
八
枚
の
皿
で
点
じ
た
四
つ
の
隅

で
の
祭
儀
が
終
る
と
、
こ
れ
を
集
め
、

一
括
し
て
鍋
-
粥
鍋
に
納
め
、
中
央
を
点
じ
て
埋
納
す
る
と
い
っ
た
情
景
が
浮
か

び
上
が
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
龍
泉
寺
の
事
例
か
ら
す
れ
ば
烏
帽
子
形
八
幡

神
社
遺
跡
の
八
枚
も
同
様

二
枚

一
組
で
四
隅
を
点
じ
た
の
ち
、
集
め
、
鍋
に

一
括

し
て
納
め
本
殿
下
中
央
に
埋
納
し
た
と
す
る
考
え
が
妥
当
な
所
見
か
と
推
察
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
地
鎮
の
諸
例
を
検
討
し
、
中
央
と
四
隅
を
点
じ
修
法
し
た
後
、

そ
の
場

に
そ
の
ま
ま
鎮
め
物

(粥
や
五
宝

・
五
穀

・
五
香
な
ど
〉
と
共
に
埋
納
す

る
事
例
と
、

四
隅

(時
に
中
央
)
を
点
じ
て
修
法
し
た
後
、
こ
れ
を
集
め
て

一
括

し
、
鍋
や
筒
形
土
器
な
ど
に
納
め
、
中
央
を
点
じ
て
埋
納
す
る
事
例
の
二
つ
の
類

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え
て
、
最
初
に
記
し
た

大
分
県
朝
地
町

・
古
市
遺
跡
例
を
検
討
す
る
と
、
こ
の
遺
跡
の
も
つ
価
値
が
明
白

と
な
る
。
五
壺
と
二
〇
枚
の
皿
、
四
石
が

一
穴
に

一
括
埋
納
さ
れ
て
い
る
本
例
は
、

中
央
、

四
隅
を
点
じ
て

一
壺
四
枚
の
皿
を
配
し
て
修
法
し
、
の
ち
、
こ
れ
を
集
め

一
括
し
て
中
央
の
穴
に
埋
納
し
た
ケ
ー
X
に
該
当
す
る
こ
と
が
容
易
に
読
み
と
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
壷
の
周
囲
に
四
皿
を
整
然
と
配
し
た
情
景
が
中
央
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奈

と
四
隅
に
見
ら
れ
、
隅
々
に
各

々
一
石
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
想
像
で
き
る
。

こ
あ

よ
う
に
、
場
を
復
原
す
る
と
、
古
市
遣
跡
例
は
困
他

の
諸
遺
跡
と
は
異
な

り
、
四
隅

・
中
央
と
も
に
壷
を
据
え
る
と
い
う
特
色
を
も
う
て
い
る
こ
と
に
気
付

く
。
こ
う
し
た

一
壼
四
圷
の
例
は
、

『鎮
土
鎮
宅
鎮
方
支
度
』

(
『
土
公
供
作
法

集

・
中
院
』
所
収
)
に

「支
度
之
事
」
と
題
し
て
描
か
れ
た
鎮
祭
場
の
指
図
か
ら

復
原
で
き
る
。
中
央
、
四
隅
に
粥
皿
各

一
枚
を
配
し
、
中
央
に
酒
壼
を
、
四
隅
の

そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ラ
粥
、
銀
銭
入
粥
、
切
花
、
末
香
皿
各

一
枚
を
配
置
し
た
こ
の
図

は
、
中
央
、
四
隅
の
器
全
て
に
粥
が
盛
ら
れ
て
も
よ
し
、
中
央
に
酒
、
四
隅
に
イ

ラ
粥
、
銀
銭
入
粥
、
切
花
、
末
香
を
盛

う
て
も
よ
し
と
い
う
在
り
方
を
暗
示
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
在
り
方
を
通
し
て
考
え
れ
ば
古
市
遺
跡
の
場
合
、

一
壼

四
杯
は

全
て
が
粥
の
ケ
ー
ス
と
壷
は
酒
、
四
圷
は
イ
ラ
粥
、
銀
銭
入
粥
、
切
花
、
末
香
が

盛
ら
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
時
代
の
新
し
い
事
例
i
龍
泉
寺

例
は
八
枚
の
皿
を
四
隅
に
配
す
る
か
た
ち
で
あ
り
、
鍋
も
各
隅
に
伴

っ
た
可
能
性

が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
鍋
と
四
枚

の
皿
は
粥
料
、
四
枚
の
皿
を
イ
ラ
粥
、
銀
銭

入
粥
、
切
花
、
末
香
盛
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
っ
皿
の
盛
り
物
は
時

代
と
共
に
変
化
す
る
こ
と
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

一
つ
の
パ
タ
ー
ソ

と
し
て
古
市
遺
跡
例
を
提
示
、
後
考

を
侯

つ
こ
と
と
し
た
い
と
考
え
る
。
古
市
遺

跡
例
は
地
鎮
の

一
典
型
と
し
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
担
う
も
の
と
言
え
よ
う
。

SimiSoko‐An.ArchaeologicalExamination

ofFourSitesinJapan(5)

Masayoshir・


